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松

　

枝
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夫

緒

　

論

D． Loeb が過酸化水素ヲ分解シ酸素プ遊離セ

シノル酵素４｢カタラーゼ｣ト命名セシ以来植物

ノミナラズ動物ノ細胞，血液更二細菌ニモ夫等

酵素ノ存在二就うトノ幾多ノ研究行ノｙフレノレニ到レ

リ。細菌｢カタラーゼ｣ニ就テハ1893年Gottstein

最初二報告シ次デＨｏｈｎ(2),Sieber(3),Ｇｅｎsｅｎ(4)，

Ｄ.

　

Rywosch

　

ｕ.

　

Ｐ.

　

Ｒｙｗｏsch(5)，Jorｎs(6ト

Ｗｉｅｓe1(7)，大坪(8)中島(9)等ノ報みスル所アリ

タリ。

抗酸性菌｢カタラーゼ｣ニ就テノヽ戸田(1O)(11X12)初メ

テ澄明シ占撒12皿之二追加シタリ。戸田ハ諸種

抗酸性菌ノ｢カタラーゼ｣７調査シ病原性ナク晋

育旺盛ナル抗酸性菌。・ヽ｢カタラーゼ｣作用旺ナル

事、ソノ殺生量､ハ培養時間ニョリ差異アル事、

菌膿外｢カタラーゼ｣ノ存在セずル事、培養基ニ

ョリソノ碓生量二差異ナキ事等ヲ報告セリ。而

テ島時1りヽ｢サポエン｣加無蛋白培地培養ノ結核

菌ノミ｢カタラーゼ｣作用アリトシ培地ニョリ差

異アル事テ記載セリ。

余ハ常教室保存ノ抗酸性菌53株二就キ｢カタラ

ーゼ｣ノ有無、夫等ノ毒カトノ開係、培地ニョル

差異、培養時間トノ開係、菌膿外｢カタラーゼ｣

ノ有無等ニツキ調査シタル成績ヲ述ベントス。

賓験方法

従来ノ細菌｢カタうーゼ｣測定法ヲニ大別シテ定

性法、定量法ドノ､。定性法｡ハ０．Ｂｕjｗid(15j初

ノ･テ諸種細菌ノ鑑別一考按シテ以来Ｋｅｃｋ(16)、

岸田(17尊推奨シ抗酸性菌二就テ､ハ戸田、占部之

等テ憲用セリ。定量法ニ､ハ過酸化水素分解セル

酸素ノ直接定量法、過｢-i・ンガン｣酸加里法、沃

度定郊:法アリテ大坪、戸田、占部、島崎等ハ過

｢－ンガン｣酸加里法テ用ヒタリ。

余ノヽ定性法トシテハ｢オブエクト｣法、定量法ニ

ーハ過｢-･－ンガン｣酸加里法テ用ヒテ本官験ヲ･行ヘ

リ。

1)｢オブユクト｣法(定性法)

　

Ａ．過酸化水素液ニ､八三共製ノ原液開封直後ノ

モノラ用フｏ

　

Ｂ．供試菌ハ菌苔ヨリ白金線・-ﾃ少量ノ菌塊テ

トリテ用フ。、

　

Ｃ．清拭セル｢オブエクト｣硝子上二供試菌塊サ

置キ前記過酸化水素ノ一滴テオトシテ静カニ混

ジ泡抹賃生ノ有無及登生迄ノ時間サ観察スル。

2)過｢－ンガン｣酸加里法(定量法)

　

Ａ.過ト’ツガン｣酸加里液1/1000定規液。

　

Ｂ．過酸化水素水

　

賓験毎ニＡ－1．０ ccm ニ

1．０ＣＣｍノ過酸化水素水ザ滴定シテ丁度脱色ス

ル様過酸化水素水ヲ稀郡シタモノ。

　

Ｃ．硫酸液

　

10X硫酸液。

　

Ｄ．菌液供試菌テトリ天秤ニテ正確二秤量シ

乳鉢中ニテ充分磨砕シ1．０ ccm 中ニ10．０mff

ナル様生理的食堕水ヲ加ヘテ平等浮游液ヲ作リ

｢カタラーゼ｣液トナス。

　

Ｅ．賓施方法

　

一列ノ試験管二菌液ラ生理的食

松枝゜抗酸性菌ノ「カタラーゼ」＝･就テ 【第18壇
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第10技】 松枝゜抗酸性菌ノ「カタラーゼ’」ニ就テ

　

盛水ニョリ原液ヨリ順次倍量稀憚シ各ｌ試験管

　

ノ液量テ0．５ ccm トシ９木テ用意シ第10本目

　

／ヽ生理的食堕水ノミトシテ對照トナス。次デ前

　

記過酸化水素液0．５ ccm 宛ラ加ヘヨク振説シ

　

孵卵器内ニ２時間放置シテ後取り出シ前記硫酸

　

液一滴宛テ加へ更二前記過｢-・ンガン｣酸加里液

　

テ0．５ccm 宛加ヘテョク振説フ、。此ノ際｢カタ

　

ラーゼ｣作用ニョリ過酸化水素ノ全分解サレタ

フレモノヨリ全然分解セラレデルモノニ到ル種ｌ

　

ノ色調段階ヲ･示セルモ余。・ヽ本試験二於テ淡紅テ

　

存スル迄ノ成績ヲ陽性トシ以下尹陰性ト判定セ

　

リ。

　

賓験成績

　

ぐ１)各抗酸性菌株ノ｢カタラーゼ｣ニ就テ

　

以上ノ賓験ヲ･常政宏保存ノ抗酸性菌53株二就

　

キ｢グリセリン｣寒天４週間培養ノモノニテ行へ

977

バ第1－4表二示ス成績ヲ得タリ。第1－3表。・ヽ

大型結核菌ニシテソノ毒カユヨり弼、中等度、

弱毒菌二教室松久ニョリ分類セラレタルモノニ

シテ表示ノ如ク大饗二於テ定性、定量共二弼毒

菌ニソノ｢カタラーゼ｣作用最モ弼ク中等度毒力

菌之二次ギ弱毒菌比較的ソノ作用弱キモノノ如

シ。然レドモ弼毒菌上池株ハ定量的ニハ陰性ニ

シテ３同培養試験管テカヘテ同一賓験テクリカ

ヘセ･レモ何レモ陰性成績テ示シタリ。

牛型結核菌ハ傅研株及教室松久ノ結核牛ヨリ分

離培養セル６種拉ニＢＣＧ菌テ用ヒテ賓験セル

ガ人型菌二比シ｢カタラーゼ｣作用弼キモノノ如

ク戸田、占部、島崎等ノ成績ト相反ハレ結果テ

示セリ。

鳥型菌及非病原性抗酸性菌ハ人型、牛型菌二比

シ何レモヨリ高キ｢カタラーゼ｣作用尹示セリ。

第１表

　

強毒力人型結核菌ト「カタ ラーゼ」

番彼 菌　名

オブェクト怯 定　　　　　　量　　　　　　法

カタラ

ーゼ

庖抹晋

生迄ノ
時間

１ ２ ３　　　　　４　　　　　　５　　　　　　６　　　　　　７

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜

８ ９ 對照

１

２

上　池 十　1 15秒
_　　_

- - －｜－ - - - -

大　野 ＋ 10 ＋ ＋ 十
一

-
-

　 一 一

-

- - - - -

３ 辰　見 刊- ６ ＋ ＋ ＋ 十
一

- - - - -

４ 東　井 ＋ ４ ＋ ＋ ＋ 十
一

- - - - - -

５ 戸　田 ＋ 10 ＋ 十
一

- - -

-

- - - - -

６ 長　井 ＋ 12 ＋ 十
一

- - - - - -
づ

７ 加　地 ＋ ８ ＋ ４ 十
一

- - - - - - -

８ 岡　田 ＋ 10 ＋ 十
一

- - - －　１　－ - - -

　

（定量法下記ノ敷字ハ10 mg 菌液ノ稀憚倍数）

第２表

　

中等度毒力人型結核菌ト「カタラーヤ」

番被 菌　名

オブ．クト怯 定　　　　　　　量　　　　　　　法

カタラ

ーゼ｀｀

泡抹殺

生迄ノ

時間

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 對照

１ 藪 ＋ 10秒 ＋ 十
一 ミ　　｜　　= －１－ - - - -

２ 喜文字 ＋ ９ ＋ 十
一 －　｜　－ - - - - -

　　　　｜

‾　Ｋ

３ 須　恚 ＋ 10 ＋ 十
一 一ｉ－ - - - - - -

４ 外　間 ＋ 15 十
一

- - - - - - - - -

５ 中　　山 ＋ 12 ＋ 十
一

- - - - - - - -

６ 中　務 ＋ 10 ＋ 十
一 四 - - - - - - -

．　７ 島 ＋ 10 ＋ 士　｜　－ - - - - - 一

一

-

８ 大　阪 ＋ 16 　　　　　　　　　ｉ　　　　　ｉ士　　　一　　　－　　　－ - - - - -
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第3､表

　

弱毒力人型結核菌1ヽ「カタ ラーぞ」

【第18巻

番姚 菌　名

ォプ，クり 定　　　　　　量　　　　　　怯

カタラ

ーゼ

抱抹晋

生迄ノ
時間

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 對照

１ 價　元 十十 5秒 ＋ ＋　１　十

　　１　　‾

- - 四
- ㎜ ㎜ ㎜

２ 関 ＋ 10 十
一

- - ㎜
＿　！　＿

四
- - -

３ 酉　野 十十 ３ ＋ ＋ ＋ 十

四
- - - - - -

４ 園　田 升 ５ ＋
＋　！　十

　　｜　　－
－　｜－１－ 〃 - - -

５ 金　深 十 10 ＋　１　± - －｜－ｉ－ - - 　　　　１-　　！　　-

６ 岡、田 ＋ 15 ＋　Ｊ　十
　　ｌ　　＝

-

-

- - - ㎜ - -

７ 須　山 ＋ 10 十　｜　± 四
-　　- - - - - 四

８ 岡　本 ＋ 13 ＋ｌ土　ｉ－ -　　- - - ㎜ 一　・　-

９ 酉　松 ＋ 16 ＋ 十
㎜

- －・－１－ - - - -

10 白　江 ＋ 13 十　゛士　ｌ　－
＿　｜　＿ - - - －　１　－

11 米　田 ＋ 10 ＋　１　十
　　　－

- 一　　- - - - 一　　一

12 小　川 ＋ 20 十　１　-
－　　！

- 一　・　- - - - - -

13　1谷　尾 ＋ 15 ＋ 十

四
-

_　　_
- - - - -

14 山　□ ＋ 13 ＋　ｉ　十
　　ｉ　　－

- -　　- - - -
_　　_

　　｜

15 野　岡 ＋ 18 十　ｉ　－　　－
－ 一　　一 －｜－１－ ＿　！　－

16 忠　岡 ＋　1　15 士　　　－‘　－ -　　- 四 ㎜ - - -

17 青　木 ＋ 13‘　十　１　士 - 一　　- - - - - -

18 笹　井 ＋ 15 十
㎜

- - - - 皿㎜ - - - -

19 和　泉 十十 ５ ＋　ｊ　＋ 十
一

-　　- ㎜ -
＿　｜　＿　１　＿

20 東 升 ６ ＋　ｊ　＋ 十

四
-・　- - - ㎜ ‾　１　‾

21 松　尾 ＋ 12　1　十　１　士 - - - - ㎜ - - -

22 佐　藤 ＋ 15・　十 ｊ　　－
　　　　－ －！- I - I一！－｜－ｉ－｜－
第４表

　

牛型、鳥型及非病原性抗酸性菌ト「カタ
－
フ -

ぞ」

番姚 菌　　　　　名

オプ。クト1夫 定　　　　　　量　　　　　　怯

カタラ

ーゼ

泡抹晋

生迄ノ
時間

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 對照

1 B　　Ｃ　　G I　十 15秒1　十　，十　ｌ　土　ｌ　一　ｉ　一 - －１－ - -

（傅　　　　　牛 ＋ 16 ＋ ＋ 十

四
- - - - - - -

３ 牛　　　三十 10 ＋ ＋ 十

四
- - - - - - -

４ 牛　　　　　　　二 十十 ５　　＋ 十　Ｉ　＋ ＋

㎜
- - - - - -

　５

-－－
　６

牛　　　　　三 升 ４ｉ　十　ｉ　＋十　・　士 - - - - - 四

牛　　　　　　四 升 ５ 十　ｉ　十　｜　士 - - ㎜ - - - -

７ 牛　　　　　五 十十 ４ ＋ 十　＝　十　！　士 - - 四 - ㎜ -

　８

－－
　９

牛　　　　　　六 升 ５ ＋ ＋ ＋ 十

四
㎜ - - ㎜ 四

-

鳥　　　　　　　型 冊 ６ ＋ ＋　！　＋ ＋ ＋ 十
一 ㎜ - - -

10 チモテー菌 升 ５ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 十

四
㎜ - -

11 ク　　レ　グ菌 桐･ １ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 四 - ㎜ -

12 クニLパーノレ菌 桐･ １ ＋ ＋　１　＋ ＋ 十
一

- - - - -

13 トロｙペヴテル菌ｌ　併 直チニ ＋ ＋ ＋ 十
－ ㎜ - ㎜ - - 〃

14 メールラ菌，併
り ＋　ｉ　＋ ＋ ＋ 十

一 皿 - - -
㎜

●

15 ！ ニード，、ム菌　併
9･　i　十　！　＋　１　＋

＋
十　ｉ　＿

－　　｀
- - - ㎜
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第５表

　

培養基1ヽ「カタラーゼ,」

979

菌名

－－

上

地

培　養　基　名

ォプ。クト怯 定　　　　　　量　　　　　　怯

カタラ

ーゼ

泡抹參

生迄ノ

時間

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 對照

グリセリｙ寒天 ＋ 15秒 - - -
四

- - - 四
- -

ペトラナーニ氏培地 ＋ 17 - - ㎜ - - - - - - -

グリセリソ馬鈴薯 ＋ .15 - - - - - - - 四 ㎜ -

ロ　ソグ氏培地¦十 14 - - - 』 ．

四 ㎜ - - - - ㎜

グリセリソ肉汁 ＋ 15 - - - - - - - - - -

一
ｸﾞリセリソ寒天l十十 ６ ＋ ＋ ＋ 十

一
- - 四 - 四

-

叙1ぺ1ヽラナーニ氏培地･十十 ５ ＋ ＋ ＋ ＋ 十
一

- ㎜ - - -

　見

一一

金

深

一一

喜

文

字

ｸﾞリセリ゛馬鈴薯1　十十 ５ ＋ ＋ ＋ 十

四
- - - - - -

ロ　ング氏培地 冊 ５ ＋ ＋ ＋ 十
一

- - - ㎜ -　　-

グリセリソ肉汁 十十 ６ ＋ ＋ ＋ 十
一

-
四

　 　 　 　 ー - - - -

ｸﾞリセリソ寒天i　十 10 ＋ 十
一

- - - - - - - -

ペトラナーニ氏培地I　十 11 ＋ 十
一

- - - .- - -
_　　ｉ　　_

ク･リセリソ馬鈴薯 ＋ 11 ＋ ＋
－

- - - - -
皿

＿　１　＿

ロ　ンヮ゛氏培地1十 ９ ＋ ＋ 十
一

- - - - - - -

ｸﾞリ゛リ゛肉汁1　十 10 ＋ 十
一

- - - - 〃 - －　１　－

ｸﾞリ゛リ゛寒天i　十 ９ ＋ 十
一

- 四 - - - ㎜
＿　｜　－

ペトラナーニ氏培地 ＋ ７ ＋ 十

四
- - - - - -

_　　_

ｸ･リセリｙ馬鈴薯 ＋ ９ ＋ ＋ 十

四
- - - 四 - 一　　一

ロ　ｙｸﾞ氏培地 ＋ ９ ＋ 十

四 四 - - - 四 ㎜ －　ｉ　‾

ｸﾞリ゛リタ肉柱　十 ９ ＋ 十
一

- - 四 - - - 一　　-

牛

四あ一

グリセリｙ寒天 冊 ５ ＋ ＋ ＋ 十
一

- - - - －１－
ペトラナーニ氏培地 升 ４ ＋ ＋ ＋ 十

四
- - - - －　｜　－

ク･リセリソ馬鈴薯 十十 ５ ＋ ＋ ＋ 十
一

- - - - - -

ロ　ソグ氏培地1十十 ｀　４ ＋ ＋ ＋ 　十
●㎜

- - - -
　　　｜_　　_

グリセリｙ肉汁 升 ６ ＋ ＋ ＋ 十
一

- 四 - －ｌ－ｌ一

(２)培養基ト｢カタラーゼ｣ニ就テ

戸田、占部等。・ヽ培養基､Ｆ－ヨリ｢カタラーゼ｣登生

量二差異ナキ事ラ述ベシモ島崎ダヽ｢サポユン｣加

培養基ノミニ｢カタラーゼ｣ヲ･鐙明シー方余ノ賓

験二於テモ上池菌が再三ノ賓験ニョルモ陰性ナ

ル事、牛型菌ノ賓験成績が培養基テ異ニセル戸

田、占部等ノ成績ト異ル事等ノ事責テ確認スJレ

タメ｢グリセリン｣寒天、ペトラナーこ氏培地。

　　　　　　　　

一一

「グリセリン｣馬鈴薯、ロング氏合成培地、｢グリ

　　　　　　　

ー
セリン｣肉汁等ノ計５種ノ培養基二同一菌株テ

４週間培養シ前記賓験テ行ヘリ。ソノ成績ノヽ第

５表二示ス如ク特二培養基ニョル甕化ダヽ認ｊズ

シテ戸田、占部等ノ成績ト一致セルヲ認ノ･タリ。

･(３)培養時間ト｢カタラーゼ｣ニ就テ

大坪､ハ細菌ノ｢カタラーゼ｣作用-・ヽ其ノ培養時間

二開係アルコトラ述べご、戸田、占部等。・ヽ夫ｌ抗

酸性菌／ヽアル時期ニ｢カタラーゼ｣産生量､ハ最高

二達シ時日ト共二減少スルト云ヘリ。余・ヽ８種

ノ抗酸性菌テ｢グリセリン｣寒天二培養シ第１週

日目及第４週日目ノ２同上述試験ヲ･施行シ第６

表ノ如キ成績ラ得タルガ氏等ト同様第１週日目

ノ｢カタラーゼ｣登生量が第４週日目ノモノヨリ

夫ｌ優レタルヲ認メタリ。

(４)培養濾液ト｢カタラーゼ｣ニ就テ

戸田、占部等､ハ液上登育テ管ノｏレ抗酸性菌ハソ

ノ濾液中二遊離｢カタラーゼ｣テ産生セデルコト

ラ夫ｌ定性法雄二定量法ニョリ澄明セリ。余｡・ヽ

上池、辰見、金庫、牛二、傅研株牛型ノ５菌株



第６表

　

培養時間ト「カタラーゼ・」

菌名 培養時日

オブェク･ﾄ
怯

定　　　　■' w　　　　　　怯　　　　４　　　^゜｀゛″‘

カタラ

ーゼ

泡抹晋

生迄ノ

時間

１ ２ ３ ４ ５ 6， ７ ８ ９ 對照

上

地

１週日 ＋ 10秒 - - - - －　Ｉ　－　｜　－　｜　－ - -

４週日 ＋・　15 - - - -　・　一　　一　　-
　　｜　　　　　　　　｜

- - -

辰

見

１週日 升　　　５ ＋ ＋ ＋ ＋ 十　；　　=　　　　　=
- ㎜ - -

４週日 升　　６ ＋ ＋　１　＋ ＋
－

_　，-　　- - - -

金

深

１週日 ＋ ６ ＋ ＋　ｌ　＋ 十
一

－　Ｉ　－　！　－　｜　－ - -

４週日 ＋　，10 ＋ 十　ｉ　－
－

-
_　　_　　_　　_

- -

喜字

文

１週日 十　ｉ　７ ＋ ＋ ＋ 十
一

_　　｜　㎜　　　　　㎜

　　　　　　　　　　　　　　１

- - -

４週日 ＋　ｉ　９ ＋ 十
一

- -
‾　｜　‾

＿　ｉ　＿
㎜ -

小

川

１週日 ＋ 15 ＋ 十
一 四 - -　　- - - - -

４週日 ＋ 20 十
一

- 四 - 一　　一 -　　- - -

牛

一一一

息

型

１週日 十十　！　　４ ＋ 十１十 ＋ ±　１　－　１　－　！　一 - -

４週日 冊　１　５ ＋

＋

＋

＋ ＋ 十
一 ‾　　　　‾　　ｉ　‾

- - -

１週日 十十 ５ ＋ ＋ ＋ 十　ｉ　十　；　士 - ㎜ -

４週日 十十 ６ ＋ ＋ ＋ ＋
＋　　　-
‾　　１

- - -

チテ菌

モｌ

１週日 冊 ４　ｊ　十 ＋ ＋ ＋ 十　ｉ　十 ＋ 十
一

･- -

４週日 祠-ｊ　５ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ - - 　-

㎜

ヲ「グリセリン」肉汁ニ４週間培養シ夫ｌ「シヤ

ンベラン」濾過器Ｌ･､－ヨリ濾過シ各濾液ニツキ

テ上記賓験ラ行ヘルモ何レモ陰性成績テ得タ

リ。卸チ定性、定量法共二培養濾液中二遊離｢カ

タラーゼ｣テ認メザリキ。

摘

　　

要

(１)抗酸性菌・･ヽ多少二拘ラズ｢カタラーゼ｣作用

ヲ有フ、。而テ大型結核菌テソノ毒カエヨリ弼、

中等度、弱毒力卜分類ソ､レバ大慎二於テ強、中

等度、弱毒力菌ノ順位ニ｢カタラーゼ｣作用弼キ

モ弼毒力菌上池株ノ如ク定量的ニ｢カタラーゼ｣

ヲ謐明シ得ずルモノ等アリテ特ニ｢カタラーゼ｣

測定ノいこヨリ結核菌ノ毒カユ開フ､ル鑑別的價

値充分ナラズ。且｢カタラーゼ｣測定ニョリ人型、

牛型ノ匯別・ヽ困難ナリ、。

(２)培養基ノ種類ニョリ｢カタラーゼ｣産生量二

差異ヲ･認ノ･ズ。

　　　　　　　　

ヽ

(３)培養時間二開シテー・ヽ１週日培養ノモノ４週

日培養ノモノヨリ｢カタラーゼ｣作用弼≒、

(４)培養濾液中二遊離｢カタラーゼ｣ヲ･謐明シ得

ズ。
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